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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 12,844 △7.9 433 △23.0 464 △22.9 347 △11.2

28年３月期第２四半期 13,949 14.4 562 81.4 601 48.2 391 70.4
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 325百万円( △8.7％) 28年３月期第２四半期 356百万円( 27.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 30.44 －

28年３月期第２四半期 34.19 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 27,002 12,240 45.3

28年３月期 28,486 12,045 42.3
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 12,240百万円 28年３月期 12,045百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 7.50 － 7.50 15.00

29年３月期 － 7.50

29年３月期(予想) － 7.50 15.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,700 0.6 1,030 △27.6 1,150 △22.9 857 △9.3 75.10
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

※ 詳細につきましては、本日公表いたしました業績予想の修正をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 12,400,000株 28年３月期 12,400,000株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,033,406株 28年３月期 942,906株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 11,411,209株 28年３月期２Ｑ 11,437,094株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時
点において、四半期連結財務諸表の対する四半期レビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注
意事項については、添付資料の３ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、海外景気の不透明感が一層強まるなか、これらの影響を受け

ながらも、各種政策の効果などにより、企業収益、設備投資、雇用、個人消費は総じて底堅く、景気は緩やかな回

復基調が続いている状況となりました。

このような経済環境のもとで当社グループは、営業活動の積極的な展開と経営効率の向上を図るように努めまし

たが、売上高は128億44百万円となり、前年同四半期と比べ11億５百万円(△7.9%)の減収となりました。

営業利益は売上高の減少に伴い４億33百万円となり、前年同四半期と比べ１億29百万円(△23.0%)の減益となりま

した。

経常利益は営業利益の減益により４億64百万円となり、前年同四半期と比べ１億37百万円(△22.9%)の減益となり

ました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は３億47百万円となり、前年同四半期と比べ43百万円(△11.2%)の減益となり

ました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の状況は、次のとおりです。

資源・金属素材関連では、資源価格の底入れ感はあるものの、低位安定が続いたことから、関連部門の売上高は

44億８百万円となり、前年同四半期と比べ７億85百万円(△15.1%)の減収となりました。セグメント営業利益は資源

が厳しい状況が続き67百万円(前年同期は１億３百万円の利益)の損失となりました。

産機・建機関連では、民間企業向け主力ポンプ部品販売及び建機商品のシールド掘進機は、前年同四半期が高い

実績であったことから、関連部門の売上高は28億53百万円となり、前年同四半期と比べ５億33百万円(△15.8%)の減

収となりました。セグメント営業利益は４億52百万円となり、前年同四半期と比べ１億78百万円(△28.3%)の減益と

なりました。

環境設備関連では、環境商品及び水砕設備とも堅調であったことから、関連部門の売上高は７億39百万円となり、

前年同四半期と比べ１億84百万円(33.2%)の増収となりました。セグメント営業利益は１億23百万円となり、前年同

四半期と比べ51百万円(71.7%)の増益となりました。

プラント・設備工事関連では、受注工事が予定工期に完工したことなどから、関連部門の売上高は15億23百万円

となり、前年同四半期と比べ１億17百万円(8.4%)の増収となりました。セグメント営業利益は１億57百万円となり、

前年同四半期と比べ17百万円(12.7%)の増益となりました。

化成品関連では、自動車向けの電線等の商品が安定的に推移したものの、原油価格の低下が売上高に影響したこ

となどから、関連部門の売上高は32億30百万円となり、前年同四半期と比べ88百万円(△2.7%)の減収となりました。

セグメント営業利益は租税公課の減少などから55百万円となり、前年同四半期と比べ26百万円(89.1%)の増益となり

ました。

不動産賃貸関連では、賃料等の見直しなどから、関連部門の売上高は１億50百万円となり、前年同四半期と比べ

１百万円(0.7%)の増収となりました。セグメント営業利益は62百万円となり、前年同四半期と比べ27百万円(78.8%)

の増益となりました。

(２) 財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は270億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億84百万円の減少とな

りました。

(資産)

流動資産は161億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億94百万円の減少となりました。これは主に、現金

及び預金６億96百万円の増加等がありましたが、受取手形及び売掛金18億５百万円、商品及び製品８億43百万円の

減少等によるものです。

固定資産は108億44百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億10百万円の増加となりました。これは主に、投資

有価証券６億30百万円の増加等によるものです。

(負債)

流動負債は83億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億１百万円の減少となりました。これは主に、短期

借入金16億50百万円の減少等によるものです。

固定負債は64億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ77百万円の減少となりました。これは主に、長期借入

金94百万円の増加等がありましたが、社債89百万円、繰延税金負債50百万円の減少等によるものです。

(純資産)

純資産は122億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億95百万円の増加となりました。これは主に、利益剰

余金２億61百万円の増加等によるものです。

決算短信（宝印刷） 2016年10月31日 12時39分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ラサ商事株式会社(3023) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

3

キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、(資金)という。)の残高は37億55百万円となり、

前年同四半期に比べ10億40百万円の増加となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により発生した資金は31億２百万円の増加となりました。(前年同四半期は49百万円の増加)これは主に、

仕入債務の減少３億95百万円、法人税等の支払額３億35百万円の資金の減少等がありましたが、売上債権の減少23

億55百万円、たな卸資産の減少３億74百万円、税金等調整前当期純利益４億63百万円、未成工事受入金の増加４億

47百万円の資金の増加等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により発生した資金は７億53百万円の減少となりました。(前年同四半期は51百万円の増加）これは主

に、関係会社株式の取得６億59百万円の資金の減少等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により発生した資金は16億51百万円の減少となりました。(前年同四半期は７億59百万円の減少)これは

主に、短期借入金及び長期借入金の返済13億３百万円(純額)、社債の償還２億37百万円の資金の減少等によるもの

です。

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、欧州のみならず世界的に広がりつつある政治的リスクや中国景気の減速から海外

情勢の不透明感などが一層強まり、企業マインドや消費者心理の低下を招き、国内景気に影響を及ぼすリスクがあ

ります。このような環境下で、当社の資源・金属素材関連で扱う各種商品は国際的市況の変動により業績に影響を

及ぼす可能性があります。また、産機・建機関連、環境設備関連、化成品関連及びプラント・設備工事関連で取扱

う商品は、国内製造業を主体としたものであり、国内外の経済動向、設備投資動向の変化により、業績に影響を及

ぼす可能性があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当該変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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(４) 追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

(業績連動型株式報酬制度)

当社は、平成28年６月28日開催の第114期定時株主総会決議に基づき、当社取締役（社外取締役を除く。以下同

じ。）を対象に、当社の業績及び株式価値と取締役の報酬との連動性をより明確にし、取締役が株主の皆様と株価

上昇によるメリット及び株価下落リスクを共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する

意識を高めることを目的として、業績連動型株式報酬制度を導入しております。

　

① 取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下「本信託」という。）が当社株式を取得し、

当社取締役会が定める株式交付規程に従って、その役位及び業績達成度（中期経営計画の連結純利益目標達成

率）に応じて付与されるポイントの数に相当する数の当社株式が、本信託を通じて各取締役に対して交付される

という業績連動型の株式報酬制度であります。なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締

役の退任時となります。

② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第２四半期連結会計期間24百万円、

49,100株であります。

③ 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

(１) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,059 3,755

受取手形及び売掛金 8,213 6,407

完成工事未収入金 1,073 524

商品及び製品 4,003 3,159

未成工事支出金 1,571 2,042

原材料及び貯蔵品 7 5

繰延税金資産 162 164

その他 170 104

貸倒引当金 △7 △5

流動資産合計 18,253 16,158

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,358 4,366

減価償却累計額 △2,207 △2,270

建物及び構築物（純額） 2,151 2,095

機械装置及び運搬具 321 317

減価償却累計額 △290 △289

機械装置及び運搬具（純額） 31 27

土地 5,470 5,470

建設仮勘定 － 74

その他 1,571 1,576

減価償却累計額 △1,505 △1,519

その他（純額） 66 56

有形固定資産合計 7,718 7,724

無形固定資産

のれん 25 12

その他 76 56

無形固定資産合計 102 69

投資その他の資産

投資有価証券 1,676 2,306

繰延税金資産 28 36

保険積立金 494 509

その他 227 210

貸倒引当金 △13 △13

投資その他の資産合計 2,412 3,049

固定資産合計 10,233 10,844

資産合計 28,486 27,002
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,877 3,567

工事未払金 321 236

短期借入金 2,930 1,280

1年内返済予定の長期借入金 1,192 1,444

1年内償還予定の社債 534 386

未払法人税等 348 162

賞与引当金 193 212

その他 507 1,013

流動負債合計 9,904 8,302

固定負債

社債 169 80

長期借入金 5,444 5,539

繰延税金負債 483 433

退職給付に係る負債 247 229

その他 192 176

固定負債合計 6,537 6,459

負債合計 16,441 14,761

純資産の部

株主資本

資本金 1,854 1,854

資本剰余金 1,644 1,644

利益剰余金 8,720 8,982

自己株式 △281 △313

株主資本合計 11,937 12,167

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 105 76

繰延ヘッジ損益 1 △2

その他の包括利益累計額合計 107 73

純資産合計 12,045 12,240

負債純資産合計 28,486 27,002
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(２) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 13,949 12,844

売上原価 11,452 10,537

売上総利益 2,497 2,307

販売費及び一般管理費 1,934 1,874

営業利益 562 433

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 19 18

受取家賃 18 21

持分法による投資利益 25 19

その他 21 11

営業外収益合計 86 70

営業外費用

支払利息 25 26

社債利息 5 3

保険解約損 6 0

その他 8 10

営業外費用合計 47 40

経常利益 601 464

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失

固定資産除却損 0 0

その他 0 －

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 606 463

法人税等 215 116

四半期純利益 391 347

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 391 347
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 391 347

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △37 △17

繰延ヘッジ損益 2 △4

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △34 △22

四半期包括利益 356 325

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 356 325

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

決算短信（宝印刷） 2016年10月31日 12時39分 10ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



ラサ商事株式会社(3023) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

9

(３) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 606 463

減価償却費 107 101

のれん償却額 12 12

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △29 △17

賞与引当金の増減額（△は減少） 11 18

受取利息及び受取配当金 △19 △18

支払利息及び社債利息 31 29

持分法による投資損益（△は益） △25 △19

固定資産除売却損益（△は益） △0 0

売上債権の増減額（△は増加） 1,516 2,355

たな卸資産の増減額（△は増加） △932 374

未収入金の増減額（△は増加） △85 13

未収消費税等の増減額（△は増加） △12 38

長期前払費用の増減額（△は増加） △41 3

仕入債務の増減額（△は減少） △839 △395

未払金の増減額（△は減少） △12 △20

未払消費税等の増減額（△は減少） △5 17

未成工事受入金の増減額（△は減少） 400 447

その他 △4 35

小計 677 3,440

利息及び配当金の受取額 26 24

利息の支払額 △31 △28

法人税等の支払額 △623 △335

営業活動によるキャッシュ・フロー 49 3,102

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △41 △88

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △7 △0

投資有価証券の売却による収入 11 －

関係会社株式の取得による支出 － △659

保険積立金の積立による支出 △41 △64

保険積立金の払戻による収入 127 49

その他 4 10

投資活動によるキャッシュ・フロー 51 △753

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,474 △1,650

長期借入れによる収入 3,600 1,190

長期借入金の返済による支出 △501 △843

社債の償還による支出 △297 △237

自己株式の取得による支出 － △24

配当金の支払額 △86 △86

財務活動によるキャッシュ・フロー △759 △1,651

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △659 696

現金及び現金同等物の期首残高 3,374 3,059

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,715 3,755
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(４) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

合計資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

プラント
・設備
工事関連

化成品
関連

不動産
賃貸関連

売上高

外部顧客への売上高 5,194 3,387 555 1,406 3,318 88 13,949

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 0 ― ― ― 60 60

計 5,194 3,387 555 1,406 3,318 149 14,010

セグメント利益 103 630 71 139 29 34 1,009

(注) 「プラント・設備工事関連」は、平成26年12月に旭テック株式会社の全株式を取得したことにより、前連結会

計年度より、報告セグメントに加えております。
　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)
(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,009

全社費用(注) △446

四半期連結損益計算書の営業利益 562

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

合計資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

プラント
・設備
工事関連

化成品
関連

不動産
賃貸関連

売上高

外部顧客への売上高 4,408 2,853 739 1,523 3,230 88 12,844

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 0 ― ― ― 61 61

計 4,408 2,853 739 1,523 3,230 150 12,906

セグメント利益
又は損失(△)

△67 452 123 157 55 62 782
　

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)
(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 782

全社費用(注) △349

四半期連結損益計算書の営業利益 433

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

(重要な後発事象)

固定資産の譲渡について

当社の連結子会社ラサ・リアルエステート株式会社は、平成28年10月21日に取締役全員により、固定資産の売却

について決定し、平成28年10月31日付で不動産売買契約を締結いたしました。

１．譲渡の理由

遊休地の事業用資産への買替のため、以下の土地を譲渡することといたしました。
　

２．譲渡資産の内容

資産の種類 土地

所在地 埼玉県飯能市大字双柳字丙新田

現況 遊休土地

譲渡価額 200百万円

帳簿価額 23百万円
　

３．譲渡先の概要

譲渡先との守秘義務により名称等の公表は控えさせていただきます。なお、当社と譲渡先との間には、記載すべき

資本関係・人的関係・取引関係はなく、関連当事者にも該当しません。
　

４．譲渡の日程

取締役の決定 平成28年10月21日

契約締結 平成28年10月31日

物件引渡 平成29年３月31日(予定)
　

５．損益に与える影響

平成29年３月期第３四半期連結会計期間において、固定資産売却益（特別利益）160百万円を計上する予定でありま

す。

(注) 売却益は、譲渡価額から帳簿価額と譲渡に伴う諸費用を控除した概算金額となります。
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４．参考情報

個別業績の概要

（百万円未満切捨て）

平成29年３月期第２四半期の個別業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

(１) 個別経営成績(累計)

（％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 8,001 △12.4 157 △55.0 185 △51.1 119 △51.1

28年３月期第２四半期 9,137 7.1 349 46.0 379 36.0 244 39.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 10.39 ―

28年３月期第２四半期 21.25 ―

(２) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 16,604 10,695 64.4

28年３月期 18,230 10,705 58.7

(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 10,695百万円 28年３月期 10,705百万円
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